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●
離
島
振
興
に
つ
い
て
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
活
用
離
島
活
性
化
基
金
の
活
用
状
況

　

な
ど
）

　
　

市
は
、
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
し
て
い

る
の
か
。　

市
長

現
在
、
①
高
齢
者
の
移
動
支
援
、

②
休
耕
田
の
活
用
、
③
伝
統
芸
能
の
保
存

と
活
用
、
④
防
災
活
動
、
⑤
地
域
の
環
境

整
備
な
ど
各
協
議
会
で
特
色
あ
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
権
限
及
び

財
源
を
協
議
会
に
委
ね
、
協
議
会
自
体
が
、

市
の
下
部
組
織
で
は
な
く
地
域
の
独
立
し

た
考
え
の
中
で
、
各
地
域
に
お
け
る
行
政

の
手
が
届
か
な
い
課
題
等
を
解
決
し
て
い

っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

医
療
従
事
者
以
外
の
住
民
に
対
し
て

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
い
つ
か
ら
に
な
る
の

か
。
ま
た
そ
の
ワ
ク
チ
ン
の
数
は
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

一
般
の
方
の
追
加
接
種

に
つ
い
て
は
、
早
い
人
で
１
月
中
旬
か
ら

と
考
え
て
お
り
、
高
齢
者
か
ら
接
種
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

現
在
、
追
加
接
種
用
の
ワ
ク
チ
ン
は
１

箱
、
１
，
１
７
０
人
分
供
給
さ
れ
て
お
り
、

医
療
従
事
者
分
相
当
の
数
量
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
12

月
に
４
箱
、
４
，
６
８
０
人
分
の
供
給
が

あ
る
見
込
み
で
、
そ
の
後
は
現
在
の
と
こ

ろ
未
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

田
平
港
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
に
隣
接

す
る
駐
車
場
に
つ
い
て
、
平
戸
大
橋
田
平

側
の
近
辺
や
、
そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
シ
ー

サ
イ
ド
エ
リ
ア
に
か
け
て
、
度
々
渋
滞
が

起
こ
り
、
近
隣
住
民
や
平
戸
か
ら
田
平
を

通
る
市
民
か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
警
察
よ
り
何
度
も
注
意
を

受
け
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
ま
た
今
後
、

西
九
州
自
動
車
道
の
延
伸
な
ど
に
よ
り
、

入
込
客
は
増
え
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
一
層
の
交
通
渋
滞
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
。
一
つ
の
原
因
が
、
シ
ー
サ
イ
ド

エ
リ
ア
の
駐
車
場
不
足
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
平
面
駐
車
場
を
立

体
駐
車
場
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

そ
の
考
え
は
な
い
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
理
事

　

設
置
に
は
慎
重
な

判
断
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
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市
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ク
ラ
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離
島
振
興
に
つ
い
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
離
島
活
性
化
基
金
の
活
用

状
況
は
。
フ
ェ
リ
ー
大
島
の
車
両
甲
板
部

防
潮
対
策
は
。
ま
た
、船
賃
の
負
担
額
軽
減
、

保
育
士
の
適
正
配
置
並
び
に
歯
科
診
療
所

の
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

　

基
金
は
こ
れ
ま
で
に
、
１
億
７
，
５
２

０
万
円
相
当
の
配
当
を
受
け
て
い
る
。
昨

年
度
ま
で
９
，
４
５
３
万
２
千
円
程
を
活

用
し
て
い
る
が
、
基
金
の
残
高
が
、
令
和

２
年
度
で
約
８
千
万
円
、
今
年
度
も
入
れ

る
と
、
４
，
６
３
８
万
５
千
円
余
り
、
今

の
状
況
で
い
く
と
あ
と
２
年
か
ら
３
年
で

枯
渇
し
て
し
ま
う
の
で
は
。何
ら
か
の
対
応
、

検
討
が
必
要
で
は
。

財
務
部
長　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
財
源
を

充
当
す
る
の
は
厳
し
い
。こ
の
基
金
の
活
用
、

見
直
し
を
含
め
て
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
あ
る
。
来
年
度
の
予
算
か

ら
し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

大
島
支
所
長　

フ
ェ
リ
ー
大
島
の
車
両
甲

板
部
防
潮
対
策
に
つ
い
て
は
、
車
両
甲
板

両
舷
の
開
口
部
を
カ
ー
テ
ン
、
鋼
板
で
塞

ぐ
改
修
を
行
う
と
フ
ェ
リ
ー
大
島
の
現
在

の
２
７
２
総
ト
ン
数
が
各
港
の
桟
橋
の
接

岸
能
力
可
能
総
ト
ン
数
よ
り
大
き
く
な
る

た
め
、
運
輸
局
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
大
島
―
平
戸
間
の
運
航
が
で
き

な
く
な
る
の
で
、
船
舶
の
改
造
は
困
難
で

あ
る
。
今
後
は
、
車
両
下
船
時
に
散
水
設

備
付
近
で
の
最
徐
行
の
お
願
い
と
併
せ
て
、

既
存
設
備
の
増
強
が
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。
交
通
船
の
運
賃
軽
減
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
る
離

島
住
民
運
賃
割
引
制
度
、
ま
た
市
独
自
の

割
引
制
度
と
し
て
離
島
活
性
化
基
金
に
よ

り
運
賃
割
引
を
実
施
し
て
い
る
。今
後
も
国
、

県
に
対
し
、
事
業
継
続
と
市
独
自
の
割
引

も
継
続
的
に
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
る
。

市
民
生
活
部
長　

離
島
の
医
師
確
保
は
長

年
の
課
題
で
あ
る
。
長
崎
県
離
島
・
へ
き

地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
招
へ
い
に
取
り
組
む
。

福
祉
部
長　

保
育
士
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
は
、
国
の
保
育
士
配
置
基
準
は
満
た
し

て
い
る
が
、
年
休
が
取
り
に
く
い
状
況
は

職
員
の
配
置
等
も
考
え
な
が
ら
努
力
す
る
。

　
　

保
育
士
の
確
保
対
策
と
し
て
、
本
市

で
行
っ
て
い
る
宿
舎
借
上
補
助
を
１
年
か

ら
３
年
に
来
年
度
か
ら
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　

新
規
採
用
保
育
士
確
保
寄
宿

舎
借
上
事
業
に
つ
い
て
は
、
助
成
期
間
延

長
も
含
め
保
育
士
確
保
に
努
め
る
。

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
協
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

●
シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
活
性
化
施
設
に
つ
い
て
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若
者
の
賃
貸
住
宅
需
要
に
応
え
る
べ

く
３
点
提
案
す
る
。

①
公
営
住
宅
は
一
定
の
所
得
が
あ
る
単
身

者
の
入
居
が
制
限
さ
れ
る
た
め
、
働
く
若

者
の
住
宅
需
要
の
受
け
皿
に
は
な
ら
な
い
。

「
公
営
住
宅
法
に
縛
ら
れ
な
い
一
般
住
宅

（
生
月
の
代
作
住
宅
、
友
草
住
宅
、
小
田

之
平
団
地
）
な
ら
入
居
要
件
を
緩
和
で
き

る
」
と
以
前
提
案
し
た
が
そ
の
後
の
検
討

は
い
か
に
。

②『
移
住
定
住
環
境
整
備
事
業
補
助
金
』
は

「
持
ち
家
取
得
支
援
」
が
主
で
あ
っ
て
、

若
者
の
移
住
に
直
結
す
る
「
賃
貸
入
居
支

援
」
が
な
い
。

③
賃
貸
物
件
が
少
な
い
地
域
（
平
戸
北
部

と
田
平
以
外
の
地
域
）
の
空
き
家
を
賃
貸

物
件
に
し
て
常
時
確
保
す
べ
き
。

建
設
部
長　

①
議
員
の
提
案
を
受
け
内
部

で
検
討
し
た
結
果
、
一
般
住
宅
の
所
得
要

件
を
来
年
度
か
ら
撤
廃
し
て
、
働
き
盛
り

の
住
ま
い
の
確
保
と
恒
常
的
な
一
般
市
営

空
き
住
宅
の
解
消
に
繋
げ
る
。

総
務
部
長　

②
他
市
に
お
い
て
、
転
勤
族

へ
の
支
援
と
な
り
移
住
定
住
に
つ
な
が
ら

な
い
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
支
援
し
た
分

が
家
賃
の
か
さ
上
げ
に
つ
な
が
る
懸
念
や
、

高
い
賃
貸
住
宅
入
居
者
へ
の
支
援
と
な
る

と
低
い
賃
貸
住
宅
入
居
者
と
の
不
公
平
が

出
る
の
で
は
な
い
か
等
の
懸
念
が
あ
る
。

③
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て

は
賃
貸
物
件
が
な
い
こ
と
が
問
題
。
そ
の

よ
う
な
地
域
を
優
先
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　

②
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
「
自
ら
の
意
思

で
平
戸
に
移
住
し
た
人
」
に
限
定
し
、「
人

事
異
動
で
平
戸
に
住
民
票
を
移
し
た
人
」

を
補
助
金
対
象
外
と
す
れ
ば
「
転
勤
族
へ

の
支
援
」
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
民
間

ア
パ
ー
ト
に
家
賃
補
助
適
用
範
囲
を
広
げ

ず
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
賃
貸
住
宅
と
公

営
住
宅
に
限
定
す
れ
ば
懸
念
は
解
消
す
る
。

総
務
部
長　

②
ご
提
言
も
含
め
検
討
す
る
。

　
　

④
若
者
が
平
戸
で
暮
ら
す
た
め
の
1

つ
の
考
え
と
し
て
「
域
内
流
通
が
年
間
２

０
０
万
円
増
え
れ
ば
一
人
の
移
住
者
の
生

活
を
賄
え
る
」
と
い
う
説
を
前
提
に
、
市

内
消
費
額
を
増
や
す
た
め
に
ま
ず
「
市
内

消
費
額
の
何
割
が
市
内
に
残
っ
て
い
る

か
」
調
査
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
原
価

を
３
世
代
遡
れ
ば
か
な
り
正
確
に
出
る
。

地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業
ニ
ー
ズ
の

ヒ
ン
ト
に
も
な
る
。

文
化
観
光
商
工
部
理
事　

④
調
査
の
意
義

は
よ
く
わ
か
っ
た
。
ま
ず
は
業
種
を
絞
っ

て
サ
ン
プ
ル
調
査
か
ら
試
行
し
た
い
。
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平
成
28
年
度
に
見
直
さ
れ
た
平
戸
市

男
女
共
同
参
画
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

計
画
の
進
捗
を
図
る
指
標
と

し
た
３
つ
の
基
本
目
標
の
下
に
あ
る
数
値

目
標
の
う
ち
、
２
項
目
に
つ
い
て
は
、
目

標
数
値
を
達
成
し
た
が
、
市
の
審
議
会
等

委
員
へ
の
女
性
の
登
用
率
30
％
の
目
標
は
、

令
和
３
年
４
月
現
在
で
18
・
5
％
と
目
標

達
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　

現
計
画
中
に
生
ま
れ
た
新
た
な
問
題

や
課
題
及
び
次
期
計
画
の
方
針
は
。

総
務
部
長　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
長
期
化
す
る
避

難
所
生
活
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
や

女
性
用
の
生
活
資
材
の
準
備
な
ど
が
新
た

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
避
難
所
運
営
を

は
じ
め
日
常
の
防
災
対
策
へ
の
男
女
共
同

参
画
の
視
点
が
必
要
。
次
期
計
画
は
、
現

計
画
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
継
承
し
つ
つ
、

防
災
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

を
重
点
項
目
と
し
て
追
加
す
る
。

　
　

平
戸
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画

に
「
性
的
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
性
的

少
数
者
に
つ
い
て
の
啓
発
、
教
育
は
。

総
務
部
長　

全
般
的
な
視
点
で
人
権
啓
発

を
行
な
っ
て
お
り
、
性
的
少
数
者
に
特
化

し
た
啓
発
は
実
施
し
て
い
な
い
。

教
育
長　

性
的
少
数
者
の
割
合
は
人
口
の

５
〜
８
％
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
子
が
い
る
こ
と
を
前
提

に
振
舞
う
人
権
感
覚
は
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
る
。
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
性

同
一
性
障
害
や
性
的
指
向
や
性
自
認
の
多

様
性
に
つ
い
て
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
の

通
知
や
資
料
に
よ
り
教
育
現
場
へ
の
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
中

学
校
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
保
健
体
育
の
教
科
書
を
使
い
、
道
徳
の

時
間
や
特
別
活
動
な
ど
教
育
活
動
全
体
を

通
し
て
、
性
の
多
様
性
を
知
り
、
ど
う
す

れ
ば
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
か

を
考
え
る
人
権
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

多
様
性
あ
ふ
れ
る
優
し
い
ま
ち
は
魅

力
あ
る
ま
ち
。
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
存
在
を

正
面
か
ら
認
め
る
こ
と
は
自
治
体
の
規
模

に
関
係
な
く
で
き
る
こ
と
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ

の
理
解
と
併
せ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
の
検
討
は
。

総
務
部
長

本
年
10
月
11
日
現
在
、
全
国

で
は
、
1
3
0
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
検
討

し
て
い
な
い
。

●
平
戸
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て

●
性
的
少
数
者
に
つ
い
て
の
啓
発
・
教
育
は

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
の
検
討
を
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直
美
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

近
藤　

芳
人
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

●
若
者
定
住
の
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と


